
秩
父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

通
信

シ
ル
バ
ー
秩
父 

平
成
２９
年
３
月
１８
日
号 

 

平
成
２８
年
度
就
業
実
績
と 

平
成
２９
年
度
へ
の
課
題 

  

平
成
２８
年
度
に
お
い
て
は
、
会
員

数
、
事
業
実
績
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
適
正
就
業
の
観
点
か
ら
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
拡
充
を
進
め
、
派
遣

事
業
が
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。
会
計

上
は
平
成
２７
年
度
決
算
が
赤
字
で
あ

っ
た
た
め
、
収
支
相
償
が
満
た
さ
れ
、

２８
年
度
か
ら
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
２９
年
度
の
課
題
と
し
て
、
引

き
続
き
会
員
の
増
強
、
就
業
の
拡
大

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
理
念
で
あ
る
「
自

主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
を
基
本

に
事
業
を
進
め
、
各
種
講
習
会
へ
の

参
加
を
促
し
、
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
会
員
の
増

強
は
も
と
よ
り
、
受
注
の
拡
大
に
つ

な
が
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

平
成
２７
年
度
の
法
改
正
に
よ
り
、
セ

ン
タ
ー
の
派
遣
業
務
が
行
い
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
適
正
就
業
の
観
点
か

ら
、
請
負
ま
た
は
派
遣
に
よ
る
就
業

の
拡
大
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
草
刈
り
機
を
使
用
し
て
の

作
業
で
の
事
故
が
減
ら
な
い
た
め
、

草
刈
作
業
を
進
め
る
た
め
に
は
、
安

全
衛
生
教
育
講
習
会
の
受
講
が
義
務

と
な
り
ま
し
た
。
物
損
以
上
に
人
を

傷
つ
け
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
今
ま
で
以
上
に
安
全
就
業

の
徹
底
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

収
支
相
償
と
は 

 

公
益
法
人
が
行
う
公
益
目
的
事
業

に
つ
い
て
、
収
入
が
そ
の
実
施
に
要

す
る
適
正
な
費
用
を
超
え
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
、
公
益
法
人
認
定
法
の

規
定
。 

県
活
鉄
道
フ
ェ
ア
・ 

羽
生
市
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
に
参
加 

 

２
月
１１
日
に
開
催
さ
れ
た
、
県
活

鉄
道
フ
ェ
ア
に
初
め
て
参
加
し
、
ま

た
、
１９
日
に
は
昨
年
に
引
き
続
い
て

羽
生
市
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
に
参
加
し

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
竹
細
工
人
形
や

手
づ
く
り
ま
ん
じ
ゅ
う
の
販
売
に
加

え
て
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
折

り
紙
釣
り
を
行
い
ま
し
た
。
県
内
他

の
シ
ル
バ
ー
の
参
加
も
あ
り
、
互
い

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。 

 

参
加
し
た
会
員
か
ら
は
、「
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
、
ぜ
ひ
次

回
も
参
加
し
た
い
。」
と
の
感
想
も
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

満
足
度
調
査
の
結
果
概
要 

 

平
成
２８
年
１２
月
に
シ
ル
バ
ー
満

足
度
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
民
間

８０
件
、
公
共
２０
件
に
お
願
い
し
、
６８

件
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
就

業
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
た
方
法 

シ
ル
バ
ー
の
チ
ラ
シ
等 

１
２
・
９
％ 

市
役
所 

 
 
 
 
 
 

３
７
・
１
％ 

会
員
の
紹
介 

 
 
 
 

１
６
・
１
％ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等 

 
 

３
・
２
％ 

そ
の
他 

 
 
 
 
 
 

３
０
・
６
％ 

・
ど
ん
な
仕
事
を
依
頼
し
た
か 

植
木
の
手
入
れ 

 
 
 

３
０
・
６
％ 

除
草 

 
 
 
 
 
 
 

２
６
・
５
％ 

家
事
援
助 

 
 
 
 
 
 

２
・
０
％ 

大
工
・
左
官
等 

 
 
 
 

５
・
１
％ 

襖
・
障
子
等
の
張
替
え 

 

９
・
２
％ 

軽
作
業 

 
 
 
 
 
 

１
３
・
３
％ 

管
理
業
務 

 
 
 
 
 
 

５
・
１
％ 

受
付
業
務 

 
 
 
 
 
 

６
・
１
％ 

派
遣 

 
 
 
 
 
 
 
 

２
・
０
％ 

そ
の
他 

 
 
 
 
 
 

１
７
・
３
％ 

・
会
員
の
仕
事
ぶ
り 

満
足
し
て
い
る 

 
 
 

７
７
・
３
％ 

あ
る
程
度
満
足 

 
 
 

２
１
・
２
％ 

や
や
不
満
足 

 
 
 
 
 

１
・
５
％ 

 
不
満
足 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
％ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
仕
事
の
満
足
度 

満
足
し
て
い
る 

 
 
 

７
６
・
１
％ 

あ
る
程
度
満
足 

 
 
 

２
２
・
４
％ 

や
や
不
満
足 

 
 
 
 
 

１
・
５
％ 

不
満
足 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
％ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
作
業
時
の
服
装 

満
足
し
て
い
る 

 
 
 

７
４
・
２
％ 

 

あ
る
程
度
満
足 

 
 
 

１
６
・
７
％ 

や
や
不
満
足
・
不
満
足 

 
 
 

０
％ 

・
就
業
前
の
打
ち
合
わ
せ 

満
足
し
て
い
る 

 
 
 

６
８
・
８
％ 

 

あ
る
程
度
満
足 

 
 
 

２
９
・
７
％ 

や
や
不
満
足
・
不
満
足 

 
 
 

０
％ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

・
セ
ン
タ
ー
の
料
金 

高
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
％ 

や
や
高
い 

 
 
 
 

 

１
３
・
４
％ 

普
通 

 
 
 
 
 
 
 

６
４
・
２
％ 

安
い 

 
 
 
 
 
 
 

１
３
・
４
％ 

 
 
 
 
 
 

・
こ
れ
か
ら
も
依
頼
す
る
か 

依
頼
す
る 

 
 
 
 
 

９
７
・
０
％ 

依
頼
し
な
い 

 
 
 
 
 
 
 

０
％ 

具
体
的
な
声 

・
対
応
が
よ
く
、
大
変
満
足
し
て
い
る
。 

・
畑
の
作
業
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
今

後
は
家
事
作
業
も
お
願
い
し
た
い
。 

・
９０
歳
を
超
え
て
、
会
員
の
手
助
け
に

よ
り
毎
日
が
過
ご
せ
て
い
る
。 

・
対
価
に
見
合
っ
た
専
門
的
な
技
量
を
取

得
す
べ
き
で
あ
る
。
仕
事
に
対
し
て
積

極
的
な
情
熱
が
ほ
し
い
。 

・
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
や
告
知
が
あ
っ
て
も
良
い
。 

・
派
遣
の
就
業
時
間
が
長
く
な
る
と
活
用

し
や
す
く
な
る
。 

・
仕
事
の
内
容
、
接
客
対
応
に
や
や
不
満

が
あ
る
。 

・
雪
か
き
の
時
、
特
に
助
か
っ
た
。 

・
他
の
シ
ル
バ
ー
の
働
き
ぶ
り
を
見
た
こ

と
が
あ
る
が
、
市
の
方
が
お
喋
り
も
少

な
く
一
生
懸
命
な
仕
事
ぶ
り
だ
。 

・
以
前
か
ら
植
木
の
手
入
れ
、
風
呂
の
す

の
こ
作
り
、
障
子
張
り
等
お
願
い
し
て

助
か
っ
て
い
る
。 



 

新
会
員
紹
介 

  
次
の
方
た
ち
が
新
し
く
仲
間
に
な

り
ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

一
月 

南
好
枝 

町
田
今
朝
次 

高
橋
昭
子 

山
口
八
太
郎 
引
間
輝
一 

二
月 

中
島
光
男 

坂
本
き
み
江 
大
澤
弘 

浅
見
松
儀 

浅
見
嘉
子 
石
川
栄
一 

石
川
ミ
ヨ
子 

田
辺
慶
次
郎 

 

中
野
保
美 

 

平
成
２９
年
度
会
費
に
つ
い
て 

  

平
成
２９
年
度
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
年
会
費
四
八
〇
〇
円
を
３
月

分
（
４
月
20
日
支
払
）
の
配
分
金
か

ら
引
き
落
と
し
ま
す
。
今
年
度
で
退

会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月
２４
日

（
金
）
ま
で
に
各
事
務
所
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
３
月
分
の
配
分
金
が
あ

る
方
で
連
絡
の
な
い
場
合
、
平
成
２９

年
度
分
の
会
費
が
自
動
引
落
し
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。） 

 

な
お
、
３
月
分
の
配
分
金
か
ら
引

き
落
と
せ
な
か
っ
た
方
に
は
、
後
日
、

改
め
て
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

定
時
総
会
の
お
知
ら
せ 

 

秩
父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
平
成
２９
年
度
定
時
総
会
の
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た
。
予
定
し
て
お
い
て

下
さ
い
。 

日
時 

６
月
２６
日
（
月
）
午
後
２
時 

場
所 

じ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー 

４
階 

 

親
睦
会
総
会 

 
 

日
時 

５
月
１２
日
（
金
） 

 
 
 

午
後
1
時
30
分 

場
所 

福
祉
女
性
会
館 

集
会
室 

※
入
会
・
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
総 

 

会
終
了
後
、
午
後
２
時
３０
分
か
ら 

 

行
い
ま
す
。 

農
園
班
が
腐
葉
土
を
販
売 

日
時 

３
月
２７
日
（
月
）
９
時
～
１１ 

 
 
 

時 

場
所 

福
祉
女
性
会
館 

無
人
野
菜
販
売
所
横 

内
容 
一
袋
（
約
８
㎏
）
三
百
円 

１０
袋
以
上
配
達
無
料 

会
員
だ
よ
り 

秩
父
地
方
の
城
跡
を
巡
って 

 

 
 

 
 

 

そ
の
３ 

 
上
林 

靖
男 
 

秩
父
地
方
の
城
跡
巡
り
、
三
回
目
の

今
回
は
皆
野
町
三
沢
、
龍
ヶ
谷
（
り

ゅ
う
が
い
）
を
紹
介
し
た
い
。 

 

龍
ヶ
谷
城
跡
は
埼
玉
県
選
定
重
要

遺
跡
に
な
っ
て
い
る
。
国
道
一
四
〇

号
三
沢
入
口
の
信
号
を
右
に
入
り
、

三
沢
方
面
へ
し
ば
ら
く
進
む
と
、
民

宿
龍
ヶ
谷
が
見
え
る
。
さ
ら
に
進
む

と
強
石
橋
が
あ
る
。 

こ
こ
を
左
折
し
て
３
０
０
ｍ
で
行

き
止
ま
る
が
、
そ
の
少
し
手
前
が
城

跡
へ
の
登
り
口
だ
。
西
の
尾
根
道
を

登
っ
て
す
ぐ
、
茶
坊
主
屋
敷
跡
と
言

わ
れ
る
場
所
が
あ
る
。
急
な
尾
根
道

の
左
手
は
断
崖
だ
。
こ
の
尾
根
筋
に

い
く
つ
も
の
空
堀
が
目
に
つ
く
。
歩

く
こ
と
が
約
１５
分
で
標
高
３
３
０
ｍ

の
頂
上
に
出
る
。
山
頂
に
は
案
内
板
、

左
手
に
は
用
土
氏
を
祀
る
と
伝
え
ら

れ
る
石
宮
が
あ
る
。
山
頂
の
す
ぐ
下

に
は
、
二
の
廓
跡
、
三
の
廓
跡
、
少

し
離
れ
た
処
に
は
、
空
堀
が
見
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
ん
な
急
峻
な
狭

い
場
所
に
出
城
を
造
っ
た
も
の
だ
と

感
心
し
て
し
ま
う
。 

 

さ
て
、
龍
ヶ
谷
城
は
北
条
氏
邦
の

家
臣
、
用
土
新
左
衛
門
正
光
の
居
城

と
さ
れ
、
正
光
の
父
、
重
利
が
築
城

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
１
５
６

９
年
頃
、
武
田
信
玄
自
ら
秩
父
に
在

陣
し
龍
ヶ
谷
城
付
近
で
も
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
付
近
が
「
戦
場
」
と
い
う
の
は
、

龍
ヶ
谷
城
攻
め
の
際
、
戦
場
と
な
っ

た
こ
と
の
名
残
と
い
う
。 

 

帰
路
、
近
く
の
西
福
寺
、
正
光
寺
、

赤
城
神
社
を
訪
ね
て
み
た
。
下
田
野

の
西
福
寺
は
用
土
氏
の
内
室
、
西
福

御
前
の
霊
を
弔
う
た
め
建
立
し
た
寺

と
い
わ
れ
、
寺
の
墓
所
に
は
、
宝
篋

（
ほ
う
き
ょ
う
）
印
塔
が
三
基
、
う

ち
一
基
が
御
前
の
墓
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。 

 

次
に
、
下
三
沢
国
際
Ｃ
Ｃ
入
口
反

対
側
の
南
斜
面
に
あ
る
正
光
寺
を
訪

ね
た
。
こ
こ
は
正
光
の
子
、
正
憲
が

父
の
た
め
に
創
建
し
た
寺
と
言
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
下
田
野
の
赤
城
神

社
に
伝
わ
る
百
八
灯
（
行
燈
祭
り
）

は
合
戦
に
お
け
る
死
者
の
霊
を
慰
め

た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
う
。
毎
年
、

３
月
の
第
３
土
曜
日
、
日
曜
日
に
行

燈
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

会
員
だ
よ
り
の
原
稿
を
募
集
し
ま

す
。
字
数
は
７
百
字
程
度
で
テ
ー
マ

は
自
由
で
す
。
難
し
く
考
え
ず
、
日

常
の
思
い
を
ま
と
め
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

事
務
局
長
か
ら 

 

２
月
２６
日
（
日
）
の
午
前
９
時
頃
、
自

宅
に
市
役
所
新
庁
舎
内
覧
会
を
担
当
す

る
部
長
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
日
は
、
２
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た

内
覧
会
当
日
で
し
た
が
、
シ
ル
バ
ー
会
員

の
方
が
開
館
前
に
集
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
結
局
、
９
時
３０
分
開
館
を

９
時
と
思
い
違
い
し
た
た
め
と
判
明
し

ま
し
た
が
、
そ
の
お
か
げ
で
私
自
身
も
新

庁
舎
に
出
か
け
内
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
も
含
め
て
誰
で
も
有
り
得
る

こ
と
で
す
が
、
教
訓
と
し
て
は
、
就
業
に

限
ら
ず
、
普
段
か
ら
日
時
は
必
ず
、
も
う

一
度
確
認
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
ち

な
み
に
新
庁
舎
は
引
き
続
き
、
清
掃
業
務

と
し
て
請
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
芝
桜
関
係
も
多
く
の
会
員
の
協

力
の
も
と
、
今
年
も
請
負
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
単
価
が
交
渉
の
結
果
、

若
干
、
ア
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
会

員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 


